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FS35Tインボードのマニュアル 

	早見表



このメインボードには、ユーザーが調整できるジャンパとスイッチがいくつか搭載されており、ご自分の要求に合うようにシステムを設定することができます。この早見表は、お使いのメインボード上のさまざまなハードウェア設定に関する情報を含んでいます。
コンピュータのセットアップを行うには、次の手順を完了する必要があります。
· 手順 1 – システムジャンパ/スイッチの設定
· 手順 2 – システムメモリモジュールのインストール
· 手順 3 – 中央処理装置(CPU)のインストール
· 手順 4 – 拡張カードのインストール
· 手順 5 – フラットケーブル、キャビネットワイヤ、および電源装      ||||||||||置の接続
· 手順 6 – BIOSソフトウェアの設定
· 手順 7 – サポーティングソフトウェアツールのセットアップ
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警告: トルクを大きくしすぎるとメーンボードを損傷させることがあります。メインボードに電動ドライバを使用するときは、トルクが5.0 ~ 8.0kg/cmの許容範囲に設定されていることを確認してください。
メインボードのコンポーネントには。きわめて壊れやすい集積回路(IC)が搭載されています。メインボードの高感度コンポーネントが静電気で損傷を受けないようにするには、コンピュータを操作するときに常に次の注意事項を守る必要があります。
1. コンピュータの内部で作業するときはプラグを抜いていください。
2. コンポーネントを持つときは端をつかんで、ICチップ、リード線、電子回路に触れないようにしてください。
3. 手首にぴったりフィットする静電気防止用のリストストラップを付けてください。
4. コンポーネントをシステムから取り外すときは常に、コンポーネントをアースされた静電気防止用パッドかコンポーネントに付属する袋の上に置いてください。
メインボードのレイアウト

[image: image6.png]




1).
CMOS のクリア、Pasword のクリア、FSB周波数の選択
	SW1-１ (CMOS のクリア)
	SW1-２ (Pasword のクリア)

	



有効
(CMOS をクリア)
	無効
(デフォルト)
	有効
(パスワードをクリア)
	無効
(デフォルト)


JP3 (FSB周波数の選択)
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	自動検出
(デフォルト)
	66 MHz
	100 MHz
	133 MHz


2).



フロントパネルブロックケーブルの接続
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(1). 電源 LED
(2). リセットボタン
(3). IDE LED 

(4). LED (G)-  電源 LED 

(5). LED (Y)-  LED のスリープ
(6).


電源ボタン   

(7).




スリープボタン
3). CPUファンの取り付け
このコネクタはCPUのファンにリンクされています。システムが省電源モードになっているとき、CPUのファンの電源はオフになっています。全出力モードに戻ると、ファンの電源は再びオンになります。十分な通気がされていないと、CPUは過熱してCPUもめインボードも損傷を受けることがあります。
これらのピンが間違って使用されると、メインボードとCPUのファンが損傷をこうむることがあります。これらのピンはジャンパではありませんので、ピンの上にジャンパキャップをかぶせないでください。
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